
可
制
A
V
蔵
品
廿

十

入

御
言
葉
も
注
し
。
共
放
御
砲
不
巾
上
候
。
共
後
北
国
平
均
し
、彦
三
は

切
腹
又
は
可
錦
遠
山
と
相
極
修、成
、
高
徳
公
強
て
御
符
宮
に
て
御
軒
以

け
に
成
b
.
共
よ
り
御
家
臣
民
成
り
、
判H
州
河
北
郡
広
て
上
納
の
知

行
三
高
三
千
石
賜
る
。
然
る
に
共
子
彦
三
、無
類
の
応
策
に
て
七
千
石

被
下
候
。
三
代
め
の
彦
三
に
四
千
石
、
弟
仙
川
兵
術
に
千
石
被
下
候
。

出
川
兵
街
は
線
開
河
内
守
護
子
に
成
て
江
戸
へ
出
る
。
共
千
石
を
伊
織

に
被
下
候。

共
荊
兵
街
陀
河
内
守
名
跡
不
立
し
て
立
飾
る
。
叉
千
石

被
下
候。
太
閤
の
由
民
方
は
木
下
法
印
と
い
ふ
人
の
女
也
。
太
閤
信
長
公

陀
て
二
三
十
石
の
時
、法
印
は
五
百
石
許
陀
て
、秀
吉
一
は
小
身
友
れ
ど

も
後
明
も
の
也
、
可
立
身
と
て
鰐
に
し
て
木
下
氏
を
誤
る
。
高
司法院

殿
の
事
也
。

台
徳
公
の
御
し
う
と
め
放
民
、
犬
坂
務
械
の
時
も
-M慈

院
は
無
慈
て
、
按
州
伏
見
よ
り
大
坂
迄
の
川
の
雨
岸
の
援
の
運
上
銀

二
日
目
を
被
逃
.
向
夜
院
股
殺
後
も
此
運
上
を
ば
女
院
へ
被
逃
候
。

一
、
奥
村
因
幡
の
使
者
鋲
り

大
獄
院
公
判
同
後
に
微
妙
公
御
登
城
被
成
，
御
飾
館
の
後
御
直
舎
御
文

包
へ

入
れ
ら
れ
、
奥
村
図
幡
陀
酒
井
讃
岐
守
殴

へ
持
参
候
絞
に
被
命
、

伺
守
主
ら
ば
封
の
ま
h

林
惣
お
術
門

江
見
太
右
術
門
前
人
の
内
に

可
渡
世
と
の
仰
也
。
図
将
持
会
候
底
留
守
故
、林
惣
右
衛
門
に
渡
之、

+
附
被
総
務
桝
。

一
.
卦
伊
掃
部
顕
は
利
根
者

大
猷
公
前
回
御
の
後
微
妙
公
は
井
仰
抑
部
頭
は
扱
も
利
棋
成
4
4
也。

大
猷
院
州
制
御
存
命
の
内
は
、
我
等
へ
闘
を
も
見
掛
ぬ
紋
陀
し
、
唯
今

は
と
ぽ
れ
か
L

る
校
陀
す
る
也
。
御
幼
君
ゆ
ゑ
に
我
等
主
ど
が

MmE

取
り
、
肢
を
た
て
ぬ
曲
目
に
す
る
は
仰
奉
公
也
と
御
芯
被
成
候
。

て
微
妙
公
、
井
伊
締
部
頭
へ
御
挨
拶

微
妙
公
へ
或
時
井
伊
都
部
頭
殿
御
見
廻
、
御
清
座
の
所
へ
公
御
由
民
斗

鋭
御
持
参
也
。
括
部
顕
殿
町
正
は
恭
き
俄
と
総
で
御
滋
被
成
候
。
公
御

挨
拶
民
、日
外
よ
桜
恭
き
上
設
省
之
時
.我
等
耳
山間
え
不
巾
候
庭
、
御

自
分
脇
よ
り
上
怠
の
趣
被
仰
関
候
が
、
憶
に
奉
承
知
一
代
の
芳
志
E

m
H
巾
伎
と
御
誌
の
時
・
円
叩
部
殿
左
叫
怖
に
御
意
被
成
候
憐
に
て
は
無
御

座
候
。
却
て
致
迷
惑
候
と
あ
り
。
制
約
凶
州

一
、
酒
到
讃
岐
守
、
微
妙
公
御
見
廻
の
事

酒
井
議
岐
守
殿
毎
-R

御
見
廻
。
或
時
は
微
妙
公
御
式
譲
迄
翁
御
迎
御

出
敏
成
、
扱
-K

恭
し
と
て
乎
を
御
取
被
成

mu院
へ
御
辺
も
あ
り
。
叉

は
御
庭
へ
御
出
被
成
、
設
州
書
院
へ
御
通
り
の
後
綾
々
と
し
て
御
出

山也
被
成
.
御
山
陀
付
路
次
の
掃
除
巾
村
、
御
山
も
不
存
不
総
出
候
と

可

観

小

続

巻

十

λ

軍:

御
文
笛
御
封
の
館
街
取
也
候
と
授
文
を
取
て
参
上
之
。
微
妙
公
御
ほ

め
被
遊
候
よ
し
。
一
叫
山
町一刊日吋みえたり。

一
‘
篠
朕
勘
六

篠
原
括
部
の
勇
気

間
拙
加
公
能
川
松
百
捕
に
て
、橋
上
よ
り
大
似
を
御
釣
被
成
、御
悦
無
限

御
引
線
被
成
、
今
少
し
に
成
候
時
総
断
て
鍛
議
た
り
。
篠
似
出
羽
守
共

時
勘
六
と
て
御
側
に
居
中
候
。
忽
ち
橘
下
へ

飛
下
絡
を
抑

へ
た
り
。

乍
然
水
深
く
溺
れ
て
死
ん
と
す
、
何
も
飛
入
り
設
け
た
り
。
公
役
に

立
べ
き
も
の
と
甚
だ
感
じ
給
ム
。篠
原
朔
助
無
子
.助
六
を
笈
子
に
可

仕
と
て
篠
原
勘
六
と
稀
す
。
共
後
朔
助
陀
賀
子
出
生
、
是
級
制凶
な
り
。

此
織
部
十
二
三
裁
の
時
、術
総
公
御
前
陀
て
鎖
地
忙
て
被
遊
候
鷲
を
、

総
部
抑
へ

て
抑

へ
け
る
花
、

鷲
織
部
乎
を
取
し
が
め
、
爪
を
打
立
て

た
り
。
共
爪
手
の
内
へ
五
分
許
も
入
け
る
に
.
綾
部
顔
を
し
が
め
宇

抑

へ
居
た
り
。
公
御
宕
脳
‘
役
陀
可
立
せ
が
れ
也
と
御
ほ
め
被
成
。

て
矢
木
六
郎
泥
術
門
御
救
の
金
子
拝
領

延
質
三
年
乙
卯
.
御
扶
本
小
十
人
矢
木
六
郎
定
衛
門
勝
手
不
如
定
陀

候
間
御
教
可
被
下
と
て
、
本
郷
御
邸
迄
罷
起
す
。井
上
勘
左
衛
門
取
次

し
て
共
日
は
か
へ
す
。翌
日
制
左
術
門

へ
、キ
問
梢
佐
を
以
て
央
村
凶

幡
返
答
を
被
巾
合
申
殺
す。

あ
な
た
と
た
た
と
有
之
‘
部
党
金
子
五

‘ぜ

仰
の
都
も
あ
り
。

一
、
木
村
重
成
は
木
村
主
計
の
甥

尚
徳
公
越
前
府
中
K
被
成
御
座
候
滋
.
木
村
加
兵
衛
と
い
ふ
も
の
女

主
持
た
り
。
酬
諮
問
主
女
主
一
向
坊
主

へ
嫁
し
向
。
此
坊
主
一
換
を

悩
し
、死
罪
に
行
は
れ
跡
絶
え
た
り
。
此
坊
主
の
子
長
門
守
民
て
、
木

村
主
名
乗
る
。
加
兵
術
女
、
長
門
を
つ
れ
て
秀抑
制
公
の
乳
母
に
出
た

り
。
後
稀
宮
内
卿
。
木
村
主
計
は
加
兵
術
が
子
也
。
端
館
公
へ
出
頭
し

二
千
石
被
下
候
。
公
認
後
忙
、大
坂
各
陣
陀
御
般
を
乞
ひ
大
坂
へ
行
き

ぬ
。
刊
師
唱
夏
陣
の
時
話
出
て
御
出
家
へ
飾
る
。
三
百
石
被
下、

立
永
年

中
病
死
す
。
開
五
作
は
主
剤
子
也
。

一
、
瑞
飽
公
幽
囚
の
石
悶
三
成
へ
御
針
商

附
原
放
軍
の
後
、
税
総
公
へ
家
康
公
よ
り
於
大
津
石
町
治
少
へ
御
針

商
可
敏
成
と
被
仰
港
。
集
内
は
列
伊
兵
部
少
納
也
。
木
村
主
計
陀
御

刀
被
匁
持
、御
長
屋
の
内

へ
御
越
被
成
候
。
前
民
新
数
径
を
か
け
、
共

内
陀
三
成
給
子
の
茶
色
に
菊
桐
の
紋
所
あ
る
小
袖
K
て
‘
首
が
ね

さ
h

れ
て
有
之
。
公
不
及
川
正
非
仕
合
と
御
挨
拶
の
所
、
治
少
は
聞
を

低

τも
の
い
は
宇
。
北
ハ
ま
L
A

御
防
敏
成
候
と
、
主
計
常
民
話
よ
し
。

奮
柵
総
省
衛
門
訴
1

茂
扇
町

門
陰
主
計
を
ひ
也
。

三
五
三




